




第14回ISOフォーラム
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東京都市大学 環境情報学部
東京都市大学環境学部・メディア情報学部(平成25年4月～)

横浜キャンパスから
また新しい歴史を創ろう 1998年度

・ ９月 本審査文書提出

• 10月 本審査(10月15，16日）

横浜祭 グリーン商品展示会

• 10月28日 認証取得

・ 4月 新入生エコキャンパスツアー

• 5月 EMSマニュアル点検

• 7月 初動審査文書提出 第１回内部監査

• ８月 初動審査(２日間)

・ 11月 横浜市主催「全国雑木林会議」
・ 「横浜都市デザインフォーラム」後援
・ 3月 UKASホストオーデｲﾂト 大学として世界初！



環境情報学部設立15年、情報メディア学科設立10周年

持続可能な社会の実現を目指す学部の理念を継承する。
「環境」と「情報」に関する専門性をより高める。

両分野が同じキャンパスにあって相互に密接に協力しながら
今日的な社会の諸課題に取り組む。

「環境学部」・「メディア情報学部」の誕生
(平成24年5月31日届出、7月末の文科省HPに掲載)

新学部・新学科が誕生します





 

 

 

 

 

 



３．グリーンカーテンの設置

東京都市大学横浜キャンパスの景観向上、学生の環境意識
向上、省エネルギー効果を目指す。
 場所：図書館 南側窓
 植物：主にヘチマ・ニガウリの使用

 計画の段階：土の確保・土づくり・プランター設置・定植・
ネットの固定・つるの誘引・水やり・追肥

 水やりの管理：タイマー付き散水システムで水やり。
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６．シーリングファンの設置

空調効果の向上のため、
食堂2階にシーリングファ
ンを計6機設置した。
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４． 構成員・地域への呼びかけ（継続）

• 標語・ポスターなどの公募／掲示
– 省エネ標語やステッカーの掲示のみならず、そのコンテンツを公募するこ
とで構成員に主体的な参加と意識化を呼びかけた。

• 省エネマナー・キャンペーン
– 上記の結果得られたユニークなポスターが話題を呼んだ（例：下の4枚）

• 横浜祭への参加
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(4)教職員対象ISO教育の実施

2012年度
教員・職員対象ISO研修会の開催
開催日2012年７月３日（火）
出席者：全72名
（内訳：教員11名、職員6名、学生51
名、清掃・警備・学食・ショップ4名）
講師：中原秀樹教授

理解度向上のための質問票







省資源部会の三カ年計画 項目(4)

環境保全項目（4） 平成22年度目標 平成23年度目標 平成24年度目標 手段

ゴミ減量化・再資源化の支援研究

廃棄物
削減の
ための
再資源
化支援

年間
目標

廃棄物の現状把握
廃棄物削減のため
の再資源化支援の
実施

対策の実施を踏ま
えた今後3年間の課
題の整理

実態調
査を精
力的に
進め、そ
の支援
計画の
有効性
を評価
する。

期
間
目
標

6月
実態調査の計画策
定

支援計画の策定
過去2年間の課題
の整理

9月 実態調査の実施 支援計画の実施
課題に関する情報
収集

12

月
実態調査の実施 支援計画の実施

今後3年間の活動に
向けた提言

3月 調査結果の取り纏め
取り纏めと課題の
整理

今後3年間の目標
設定

3

分別収集や有価物回収の支援研究

• 紙回収ボックスの分別方法の問題点を話し
合い、業者の意見も踏まえた上で変更した。
それに伴い、表記とデザインを改めた。

• 2号館の紙回収ボックスの分別回収率

測定を開始
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当日テントを張っていたが、想定外に風が

強かったためテントをたたんで行った。そ

のほかのセッティングに関しては問題が

起きることなくスムーズに準備すること

ができた。 

問題は、事前の他の企画の連絡不足である。

特に発電企画は他の企画とは違い屋外で

行ったもので、特に当日の情報共有が難し

い。事前にすべての情報を知ることが出来

なかったのは大きな反省点といえるだろ

う。 

他にも、様々な理由から他企画に迷惑がか

かる可能性を考慮して、屋外で企画を実施

したが、12 月ということもありかなり寒

かった。風よけやその他起こりうる事象を

準備段階から予測して準備しておくべき

だった。 

一番の問題点は、やはり集客率の悪さであ

ろう。色々と問題が浮かび上がっているの

で、１つ１つ解決して次回に繋げたい。 
















